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　　　①実行委員会の役割は、資金調達、駐車場設
置、警備体制や観客の安全確保、ごみ処理及び周辺
道路の交通整理等を含めた運営全般で、警察署等の
関係機関と連携を図りながら準備を進めることであ
る。また、火災・事故の発生を抑止する等の安全管
理義務があり、損害発生時に対応する責任がある。
②当日の実行委員会の役割は、警備・救護体制の構
築、観客の安全確保等の運営全般、会場設備の撤
去及び清掃、警察関係への報告等である。また、市
は、継続的かつ地域活性化につながる活動として実
施する団体への補助金の交付により
支援をするため、市職員が職務とし
て従事することは考えていない。③
まちづくり振興協会において花火大
　　　　会の終了を決定したため、
　　　　市が実施を依頼する考えは
　　　　ない。

　　　アフタースクールや幼稚園預かり保育等を利
用する保護者にとって、早朝より子供の世話をしな
がら、また夏休み中は食中毒の心配をしながらの弁
当づくりは大変である。子育て支援の一環として、
保護者の家事負担の軽減と子供たちの栄養不足を考
慮し、学校給食センターや事業者による昼食の提供
をすべきではないか。
その他の質問事項

◦播州赤穂花火大会の再開について
◦坂越隣保館及び坂越児童館の耐震化について　  外

　　　民間の団体・グループによる実行委員会の設
置が花火大会復活のカギとなるとのことだが、①実
行委員会の具体的な役割と責任、その実行委員会設
置から花火大会当日も含め、②実行委員会と市職員
の職務について伺う。また、③市が先導して花火大
会を復活させる考えはないのか伺う。
その他の質問事項

◦�国道２５０号高取峠トンネル化及び電光掲示板設
置の県への要望について

◦�国道２５０号高取峠及び県道赤穂佐伯線の鹿・猪
対策の県への要望について　　外

　　　学校給食センターの活用については、夏季
休業期間中の多様な機械設備の法定点検やメンテ
ナンスの対応、調理や配送に係る体制の確保、食
材料費等の保護者負担の在り方等様々な課題があ
り困難であると考える。弁当事業者の活用につい
ては、各施設では注文、収受及び支払い方法、配
布等の業務の追加や食物アレルギーへの対応、ま
た、人員確保等の様々な課題があり、事業者では期
間限定の受注、配達や価格設定等の課題がある。
しかし、保護者の負担軽減になり、子育て支援に
つながるため、保護者の利用ニーズの把握や他市
の事例の研究など課題
の検討を行い、調査研

究していく。

問

問

答

答
夏休み等の長期休業期間中における
アフタースクールなどへの食事提供について

花火大会を復活させるための
実行委員会の役割・体制等について

議員中 谷 行 夫

議員家 入 時 治

　６月２５日（９名）、２６日（４名）の計１３名が
登壇し、市政の課題や将来展望に対する考え方に
ついて一般質問を行いました。

市政市政のの課題課題
　将来　将来のの展望展望をを

質す質す
ただ

定例会のあらまし
　令和７年６月（第２回）定例会を、６月１０日
から２６日までの１７日間にわたり開催しました。
　この定例会において、報告案件、一般会計補正
予算、事件決議等の議案が提案され、全ての議案
について、承認、可決しました。
　また、請願と意見書それぞれ１件の審議を行い、
請願は賛成多数で、意見書は全会一致で採択、可決
となりました。

※�ＱＲコードより、議員ごとに一般質問の様子
を動画にて閲覧できます。
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　　　高潮については「赤穂市水防計画」に基づ
き、通報潮位に達すると予測が出た際に閉鎖作業
を実施している。津波については訓練時に所要時
間を計測し、津波到達時間内であることを確認し
ている。毎年実施している樋門等点検時に防潮扉
の必要性について確認し、不要と判断されれば、
壁体化や常時閉鎖に切り替えるなど見直しを実施
している。引き続き点検等に利用状況を確認し、
対応していく。

　　　①田端・上浜市地区や新田地区などの未整備
地区の圃場整備を優先し推進していく考えである。
②地域の高齢化が進み、若い世代への引継ぎが難
しいため、各地域で草刈りや水路清掃等の維持管
理作業へ支援を行う国の多面的機能支払交付金を
積極的に活用し、維持管理に尽力いただいている。
引き続き、情報提供や申請手続きのサポートに努め
る。③昨年度までに各地区で策定された地域計画で
その方向性が示され、保全しない農地の管理は所有
者の自己責任が原則であり、周辺環境への配慮は不
可欠であるため、農業委員会と連携し、ひょうご農
林機構の農地バンクの活用など所有者や地域が適切
な管理を行えるよう、
　　　　必要な情報提
　　　　供や助言を行
　　　　っていく。

　　　津波や高潮から市民を守る重要な設備である
防潮扉の平常時の開放は、災害時の閉鎖の遅れによ
るリスクが大きい。被害を拡大させた東日本大震災
の教訓も踏まえ、通行実態や代替路の有無を総点検
し、住民の理解を得たうえで不要不急な防潮扉は常
時閉鎖や壁体化を含む抜本的な管理体制の見直しを
検討すべきではないか。
その他の質問事項

◦�人生１００年時代を見据えた「貢献寿命」の延伸に
関する政策推進について　　外

　　　高齢化と離農、農業の担い手不足など農村地
域が抱える問題に対し、市として対応していく必要
がある。①圃場整備された農地の再整備、②農業用
施設（ため池・農道・水路）の維持管理、③不作付
地、遊休農地及び耕作放棄地の土地活用について、
市としての考え及び取組みを伺う。
その他の質問事項

◦�赤穂市民病院のあり方と持続可能な地域医療体制
について

◦�市長との「ミニ対話集会」について　　外

　　　自治会の現状は、人口減少や少子高齢化の進
行をはじめ、働き方の変化やライフスタイルの多様
化等により人々のつながりが希薄化するとともに、
コミュニティの弱体化が進んでいると認識してい
る。また、事務簡素化等については、申請様式の市
ホームページ掲載、メールによる申請受付など事務
の効率化を進めており、引き続き自治会からの要望
に対し、可能な範囲で対応していきたい。また、自
治会の統廃合等については、
自治会連合会規約第７条の規
定に基づき、関係自治会の申
し出により理事会及び総会の
承認を得る手続きを経て、新
　　　　たな枠組みを作るこ
　　　　とが可能となってい
　　　　る。

　　　自治会などにおいて担い手不足による役の押
し付け合い等課題となっているが、こうした現状を
どのように捉えているのか。また事務の簡素化等、
さらなる地域支援の必要性があると思うがどうか。
現状自治会にも大小あるが、より効率的な運営のた
め新たな枠組みを作ることは可能か、その手続きは
どうか伺う。
その他の質問事項

◦�公職選挙法における選挙運動用自動車の解釈につ
いて　　外

問

問

答

答

防潮扉の管理体制の
抜本的見直しについて

農村地域の抱える問題について
（農地の再整備、農業用施設の管理、遊休農地等）

議員前 川 弘 文

議員田 渕 和 彦

答
自治会の運営について

議員山野　　崇

問

遊 休 農 地
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　　　道の駅は、道路利用者への安全で快適な道路
交通環境の提供や、地域の振興に寄与することを目
的とし、休憩機能や情報発信機能、地域の連携機能
を併せ持つ施設である。道の駅建設については、雇
用の創出や観光産業に対しては、一定の効果はある
と思われるが、施設の建設や維持管理、運営には極
めて多額の費用を要することから、他の施策との優
先順位や費用対効果等を慎重に見極める必要がある
と考えている。

　　　赤穂藩札については、現在、赤穂市立歴史
博物館において、展示用として藩札レプリカ２点
を収蔵・展示している。それらを活用し、当該博
物館のオリジナルミュージアムグッズとして、藩
札をモチーフとしたものを作製できないか、指定
管理者である公益財団法
人赤穂市文化とみどり財
団と今後協議していきた
いと考えている。

　　　当該補助金の周知については、市ホームペー
ジへの掲載や回覧広報へのチラシの折り込みのほ
か、介護関係者が出席する会議や講座を主催する民
間事業者３社へチラシを配布する等の取組みを行っ
ている。看護学生等修学資金貸与制度の目的は、病
院事業における助産師、看護師、准看護師等及び医
療技術職員の充実に資するため、修学資金を貸与
するもので、令和７年４月の条例改正では近年採用
が非常に困難となっている薬剤師や言語聴覚士を新
たに追加したところである。社会福祉士は、病院に
とって必要な職種の一つであ
るが、本条例の趣旨、現状配
置や確保の困難度等を勘案し、
　　　　対象職種として追加
　　　　する考えはない。

　　　雇用の創出に留まらず、観光産業へとつなが
るゲートウェイとして期待ができる、休憩施設、情
報発信基地、地域連携機能を備えた道の駅建設につ
いて、市の考えを伺う。
その他の質問事項

◦�市のスポーツ施設及び学校園所の熱中症対策につ
いて

◦�赤穂大橋の保全について
◦�今後の農業振興について

　　　忠臣蔵は世界各国に広がり、世界の忠臣蔵に
なりつつある。元禄時代の藩札のレプリカをお土産
の一つとし、忠臣蔵のふるさとであり、忠臣蔵の聖
地でもある赤穂市をPRしていくべきと考える。赤穂
藩の藩札は、わずか５枚のみ現存している。赤穂市
のお土産として藩札のレプリカを作成してはどうか。
その他の質問事項

◦バス定期券の販売促進について
◦第１２２回赤穂義士祭前夜祭の開催について　　外

　　　日本人口の５人に１人が７５歳以上となり、
働き手不足が深刻な問題の中で、介護職に就くきっ
かけ及び支援のため、当該補助金制度の周知徹底を
するべきではないか。また学生への支援として選択
肢を広げるため当該奨学金制度対象職種に社会福祉
士を追加してはどうか。
その他の質問事項

◦部活動地域移行（展開）について

問

問

地域経済を活性化させる
道の駅建設について

元禄時代の赤穂藩の藩札のレプリカを
お土産の一つにできないのか

介護職員養成研修費用助成事業補助金
の周知 及び 看護学生等修学資金貸与
学生募集職種の追加について

議員

議員

議員

木 下 秀 臣

井田佐登司

松 﨑 昭 彦
問

答

答

答

藩札（表） 藩札（裏）
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　　　①医療事故については、市民の皆様への説明
責任を果たすため、令和４年６月に市長及び病院長
が記者会見を行っている。また、訴訟となった事案
については、当初から医療過誤と認め、裁判におい
ても同様の考えで対応し、判決において認定された
ことから、改めて記者会見を行う考えはない。②令
和４年６月から令和５年３月まで開催された外部有
識者による赤穂市民病院ガバナンス検証委員会から
の提言に基づき、医療安全管理指針や医療安全実施
要項の改訂を行った。また、医療安全への理解を深
めるため、全職員対象の研修等に
も取り組んでいる。今後も適時適
切に同指針等の見直しを行うとと
もに、医療安全について職員の共
　　　　通理解と安全文化の定着
　　　　を図り、再発防止と信頼
　　　　回復に取り組んでいく。

　　　①令和７年度の給食費単価については、令
和６年産精米価格の引き上げなど物価高騰による
学校給食費の影響を考慮した額になっているが、
今後、現在提供している本市の学校給食の水準に
影響が生じるような食材費の急騰があれば、必要
な支援について、今後検討したい。②恒久的な財
源確保が課題ではあるが、市全体で積極的な歳入
の確保に努め、国の動向も見極めながら、引き続
き検討したい。

　　　①市民への説明責任について。判決を受け、
市民への説明や今後の対応、信頼回復のための情報
発信・再発防止策の公表について伺う。②組織運営
と体制の見直し等について。判決を踏まえた病院の
課題認識、体制・教育制度等の見直しについて伺う。
その他の質問事項

◦学校給食の今後の在り方について
◦市長の選挙における政治的中立性について
◦�SNS等インターネット上の誹謗中傷等に関する市の

認識について　　外

　　　①令和７年度２学期と３学期に予定されてい
る給食費の無償化に最近の物価高騰による影響は出
ていないか。また、②令和８年度以降も完全無償化
を実現するための市として考える条件について伺う。
その他の質問事項

◦�２０２５年大阪・関西万博への中学生の校外学習
について

◦�福浦採石場の現状について

　　　①当該計画は職員の意見等も参考にしなが
ら、数値目標を設定するなど制度推進に寄与したい
と考える。②女性職員の活躍を推進していくため、
他市の事例等を参考にし、本市の実情を勘案した上
での取組みを検討したい。③「ミモザ企業」認定の
メリットは、県が実施する「兵庫型奨学金返済支援
制度」における補助期間が延長されることで、大卒
人材の獲得を目指す企業にとって有効性が高い。市
としては、当該認定制度が高卒人材の獲得を重視す
る市内企業にとっても実効性のある制度設計となる
よう、県に対して働きかけを
していきたい。

　　　①市の特定事業主行動計画は、女性・若手職
員の意見を聴き、目標数値の見直し等が必要である
がどうか。また、②女性管理職登用には、多様な職務
経験を積める環境整備など現在の課題検証と制度改
革が重要であるがどうか。③さらにミモザ企業認定
等の取得による事業所の底上げと人材獲得に対する
ニーズを満たす働きかけができないか、見解を伺う。
その他の質問事項

◦�マイナ保険証の電子証明書有効期限切れ等による
混乱防止への対応について　　外

問

赤穂市民病院における医療過誤による
損害賠償請求事件の判決後の対応について

学校給食費の無償化について

議員

議員

山 谷 真 慶

深 町 直 也

女性活躍・次世代育成推進に
ついて

議員荒 木 友 貴

問

問

答

答

答
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　　　①令和７年度を始期とする「赤穂市こども
計画」に新たな取組みとして掲げている。今年度の
取組みについては、広報あこうや市ホームページに
おいて周知するほか、二十歳のつどいにおいて、プ
レコンセプションケアに関するリーフレットを配布
し、普及啓発に努めたい。②市内１６か所の公共施
設に整備している授乳スペースにおいて搾乳可能で
あることの周知が十分でないと考えられるため、今
後は市ホームページ等で周知するとともに、商業施
設等の民間事業者に対し環境整備の取組みについ
て啓発していきたい。③令和６年度、若手職員有志
が子育て支援策を提案し、その提案を受け、一部事
業を予算化したところであり、市の様々な施策の立
案・推進にあたり、今後も若手職員の発想に加え、

女性職員の視点を
取り入れたい。

　　　①プレコンセプションケアの普及啓発を進め
るべきではないか②誰もが安心して搾乳できる環境
づくりに取り組むべきではないか③若者が「住み続
けたい」と実感できるまちづくり推進のために人口
減少対策プロジェクトチームを立ち上げ、全庁挙げ
てバックアップしていくべきではないか。
その他の質問事項

◦魅力ある学校図書館づくりへの取組みについて
◦小中学校特別教室における空調設備の整備について
◦災害時障がい者支援マニュアルの作成について
◦がん患者のアピアランスケアについて　　外

　　　医療過誤をめぐる民事訴訟については、去る
５月３１日付で判決が確定し、その内容を履行した
ところであるが、責任の所在については、現在係争
中の他の損害賠償請求事件や当該医師に係る刑事事
件が終結した時点で適切に判断されるべきものであ
ると考えている。引き続き、信頼回復に向け、病院
職員一同、目の前の患者さんの診療に専念し、日々
努力を重ねているところであるため、ご理解を賜り
たい。

　　　昨年11月議会でいわゆる「竹田くん」問題の
けじめをつけないと前に進めないと質問した際は裁
判中であるからと答弁された。今回、裁判の結果に
控訴しなかった。残る裁判は医師や病院との争い
で、市民病院の再建、患者や市民の信頼回復には無
意味ではないのか。けじめをつけるほうが先ではな
いのか。
その他の質問事項

◦�姫路城の入城料改定について
◦�公共施設や小中学校の統廃合について　　外

問

人口減少・少子化対策
について

議員南條千鶴子

問

けじめをつけないと赤穂市民病院は
前に進めないのではないか

議員瓢 　 敏 雄

答

答

議案等番号 件　　　　名 議決
結果

榊
　
悠
太

木
下
秀
臣

松
﨑
昭
彦

南
條
千
鶴
子

井
田
佐
登
司

安
田
　
哲

荒
木
友
貴

深
町
直
也

山
谷
真
慶

土
遠
孝
昌

中
谷
行
夫

瓢
　
敏
雄

前
川
弘
文

田
渕
和
彦

家
入
時
治

山
野
　
崇

西
川
浩
司

報 第 　 ８ 号 専決処分の報告について
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○　 専 第 ６ 号 令和６年度赤穂市一般会計補正予算

　 専 第 ７ 号 令和６年度赤穂市職員退職手当管理特別会計補正予算

第５８号議案 令和７年度赤穂市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第５９号議案 令和７年度赤穂市下水道事業会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月（第２回）定例会提出議案に対する議員別賛否一覧表
� [ 賛成：○　反対：× ]　●議員は議席順

議
長
の
た
め
、表
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
。 
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６月（第２回）定例会報告案件
報告番号 件　　　　名

報 第 　 ９ 号 専決処分の報告について

　 専 第 ８ 号 物損事故に係る和解及び損害賠償の額の決定について

　 専 第 ９ 号 物損事故に係る和解及び損害賠償の額の決定について

報 第 １ ０ 号 令和６年度赤穂市一般会計予算の繰越しについて

報 第 １ １ 号 令和６年度赤穂市下水道事業会計予算の繰越しについて

議案等番号 件　　　　名 議決
結果

榊
　
悠
太

木
下
秀
臣

松
﨑
昭
彦

南
條
千
鶴
子

井
田
佐
登
司

安
田
　
哲

荒
木
友
貴

深
町
直
也

山
谷
真
慶

土
遠
孝
昌

中
谷
行
夫

瓢
　
敏
雄

前
川
弘
文

田
渕
和
彦

家
入
時
治

山
野
　
崇

西
川
浩
司

第６０号議案 赤穂市税条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 

議
長
の
た
め
、
表
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
。

 

第６１号議案

赤穂市行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第６２号議案 赤穂市福祉医療費助成条例の一部を改正する条
例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第６３号議案 赤穂市立学校給食センター設置条例の一部を改
正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第６４号議案 赤穂市水道事業給水条例の一部を改正する条例
の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第６５号議案 赤穂市下水道条例の一部を改正する条例の制定
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第６６号議案 文化会館舞台照明設備改修工事請負契約の締結
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第６７号議案 高規格救急自動車及び高度救命処置用資器材の
取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第６８号議案 令和７年度赤穂市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第６９号議案 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第７０号議案 赤穂市斎場火葬炉更新工事請負契約の締結につ
いて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願審議結果

第 　 １ 　 号
子どものゆたかな学びと育ちを保障するための、
2026年度政府予算に係る意見書採択の請願につ
いて

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書結果

第 　 １ 　 号 子どものゆたかな学びと育ちを保障するための、
2026年度政府予算に係る意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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建設水道 ６月１7日に開催し、付託された第５９号議案など３議案を慎重審査した結果、
全会一致で原案通り可決すべきものとされました。

＜下水道事業会計補正予算について＞
●問　下水道管路特別重点調査業務の内容について

●答　潜行目視調査として調査員が管渠内に入り、
必要に応じて打音調査等を行う。管渠内の水
位が高い場合はテレビカメラを用い撮影した
動画及び写真等で管渠の状態を把握する。

＜水道事業給水条例の一部を改正する条例の制
定について＞

●問　改正による市民の影響について

●答　能登半島地震において指定給水装置工事事業者
自身の被災が復旧の遅れる原因となったため、
国の通知に基づき改正することにより大規模災
害時等においてスムーズな復旧が可能となる。

＜赤穂市税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて＞

●問　特定親族特別控除の適用者数について

●答　特定親族特別控除の年齢要件は従来の特定扶
養控除と同様に１９歳以上２３歳未満であ
り、令和７年度当初の特定扶養控除の被扶
養者数は１,１６７人で、納税義務者数は
１,０４２人となっており、基本的には特定親
族特別控除の適用者数と差異はないものと想
定している。

＜赤穂市立学校給食センター設置条例の一部を
改正する条例の制定について＞

●問　当該条例の施行期日について

●答　新学校給食センターの本体工事が６月中に完
成する予定であり、その後、各種完了検査、
引渡しのほか、７月１１日まで現学校給食セ
ンターでの給食調理を行うことから、それら
の日程を踏まえ移転作業を行う予定である。
施行期日については、新学校給食センターで
の執務開始時期の８月の月初を考えている。

総務文教 ６月１８日に開催し、付託された第５８号議案関係部分など３議案を慎重審査した結果、
全会一致で原案通り可決すべきものとされました。

常任委員会等審査から（主な質疑）

民生生活 ６月１６日に開催し、付託された第５８号議案関係部分など３議案を慎重審査した結果、
全会一致で原案通り可決すべきものとされました。

＜障がい者福祉システム改修事業について＞

●問　改修理由及び事業費について

●答　国から全国すべてのシステムにおいてサービス
コードにひもづいている単位数が異なっていた
との通知があり改修し、事業費についても国の
通知に基づき、２分の１を市が負担する。

＜赤穂市福祉医療費助成条例の一部を改正する
条例の制定について＞

●問　改正に伴う支給制限の影響を受けなかった
　　　対象者数について

●答　令和７年度の福祉医療費受給資格については今
後順次認定していくため明確な対象者数は出て
いないが、令和６年度では４７８名である。

<�子どものゆたかな学びと育ちを保障するための、2026年度政府予算に係る意見書採択の請願に
ついて>

●これまでも同様の請願が提出されており、昨年度か
ら「地方財政を確保した上で」の文言が追加されて
いるが、税源移譲や地方の特徴を生かした財源の使
い方が阻害される問題がある。また３０人以下学級
の検討では国も検討しており、実現するには数万人
の新たな教員が必要となることを考えると、今回の
請願については、継続審査とする。　

請願の審査（総務文教） 請願１件について慎重審査した結果、賛成多数で採択すべきものと
しました。

●義務教育費国庫負担率を２分の１に復元すること及
び３０人以下の実現を求めることはこれまでの請願
と同様である。今回、新たに働き方改革に関する内
容が追加され、それに対する予算措置をお願いする
ものであるが、財源を考えるのは国の仕事であると
考え、採択する。
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議員表彰議員表彰のの伝達伝達
全国市議会議長会から

瓢　敏雄議員、家入時治議員、釣　昭彦氏に
永年勤続（２０年）で表彰状

　去る５月２０日に開催されました第１０１回全国市議会議長会定期総会において、 
瓢　敏雄議員、家入時治議員、釣　昭彦氏が永年勤続議員（２０年以上）として表彰さ
れましたので、６月１０日開催の本会議の冒頭に議長から表彰状の伝達を行いました。
※釣　昭彦氏は当日欠席

　５月１６日（金）に赤穂市役所５階会議応接室
にて新人議員研修会を開催しました。
　市議会基本条例、市議会政治倫理条例、市議
会議員の請負の状況の公表に関する条例、政務
活動費及び市議会業務継続計画（議会BCP）の
基礎等について、熱心に受講いただきました。

　４月９日（水）に赤穂市役所６階大会議室に
て議員協議会を開催しました。
　選挙後の初会議また初顔合わせとなり、自己
紹介をはじめ４月１８日（金）に開催されまし
た臨時会の議事運営や今後の議会運営などにつ
きまして協議を行いました。

新人議員研修会新人議員研修会のの開催開催 議員協議会議員協議会のの開催開催

市議会会議録をホームページで市議会会議録をホームページで
公開しています公開しています

本会議映像をインターネットで本会議映像をインターネットで
配信しています配信しています

　市議会の本会議と委員会の会議録についても、
赤穂市のホームページからご覧になれますので、
どうぞご利用ください。

　市議会本会議の映像を、ライブと録画により、
インターネットで配信しています。
　傍聴に来られない方は、赤穂市議会のホーム
ページからご覧になれますので、ぜひご利用く
ださい。

瓢議員 家入議員
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議会活動状況（令和７年５月～７月）

５月／
　２日・西播磨市町議長会役員会・第１回総会（姫路市）
　８日・�第５３回全国自治体病院経営都市議会協議会定期

総会（東京都）
１３日・八代市議会行政視察（来庁）
１５日・会派代表者会
１７日・自治功労者のつどい
２０日・第１０１回全国市議会議長会定期総会（東京都）
２６日◎兵庫県市議会議長会第１回正副会長会（赤穂市）
３０日◎第１回兵庫県都市計画審議会（神戸市）
　　　・※「赤穂市民の会」第１回理事会

６月／
　３日・議会運営委員会
　　　・会派代表者会
１０日・本会議[第２回定例会開会]
　　　　（報告・議案説明等）
１３日・本会議（議案質疑等）
１６日・民生生活委員会
　　　・民生生活委員会協議会
１７日・建設水道委員会
　　　・建設水道委員会協議会
１８日・総務文教委員会
　　　・総務文教委員会協議会
　　　・会派代表者会
　　　・議会運営委員会
２３日◎兵庫県住宅再建共済基金定時評議員会（神戸市）
２５日・本会議（一般質問９名）
２６日・本会議（一般質問４名・議案表決等）
　　　　  [第２回定例会閉会]
　　　・議会報編集委員会
２７日◎近畿市議会議長会第１回支部長会議（京都市）

７月／
　１日◎全国市議会議長会第２４１回理事会（東京都）
　２日・民生生活委員会・建設水道委員会合同協議会
　　　・建設水道委員会協議会
　　　・建設水道委員会・総務文教委員会合同協議会
　３日・�播但市議会議長会正副議長研修視察（石川県加賀

市・金沢市～４日）
　７日◎兵庫県市議会議長会理事市事務局長会（赤穂市）
　８日◎近畿市議会議長会第１回理事会（京都市）
１１日◎兵庫県市議会議長会監事会・第１回理事会（赤穂市）
１５日・議会報編集委員会
１８日・議会運営委員会
２２日・市民病院経営改善調査特別委員会
　　　・議会報編集委員会
２３日◎第２７８回兵庫県市議会議長会総会（加古川市）
２９日・民生生活委員会行政視察
　　　　（鎌倉市、江戸川区、高島市～３１日）
　　　・建設水道委員会行政視察
　　　　（北九州市、福津市、井原市～３１日）
　　　・総務文教委員会行政視察
　　　　（焼津市、豊田市、高浜市～３１日）

◎兵庫県市議会議長会会長としての活動
※「赤穂市民の会」＝�産業廃棄物最終処分場建設反対
　　　　　　　　　　赤穂市民の会

日 月 火 水 木 金 土
8/31 9/1 2 3 4 5 6

本会議
（１日目）

7 8 9 10 11 12 13

本会議
（２日目）
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☆９月定例会・常任委員会の日程（案）☆

※いずれも午前９時30分から開催予定です。
※委員会は原則公開で、開会後の委員会室の出入りは

休憩中を原則としています。

編 集 後 記
＊残暑お見舞い申し上げます。
　毎日暑い日が続きますが、
　日頃から体調面に気を配り、熱中症にならないよ
うに心掛けましょう。
＊今月号は６月（第２回）定例会の内容を中心に
お知らせしました。

※�表紙の写真は「木津ふれあい農園まつり（ひま
わり園）」です。

市議会はどなたでも傍聴できます。
市政を身近に知るためにも、議会を傍聴して
みてはいかがですか。

◦手続きは簡単です◦◦手続きは簡単です◦
（本会議）会議当日、庁舎７階傍聴席入口で、
受付簿に住所・氏名等を記入し、傍聴席へお入
りください。
（委員会）会議当日、庁舎５階議会事務局窓口
で、受付簿に住所・氏名等を記入し、傍聴席へ
お入りください。
※撮影、録音、携帯電話の使用はできません。

議会傍聴のご案内
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